
 

  

6 月 15 日(土)あいトピア 参加者200 名 

 

平成 25 年 4 月に施行された障害者総合支

援法をふまえ、豊橋の障害福祉のこれからに

ついてパネルディスカッションを行いまし

た。地域として、当事者団体として、個人と

して今後どのような動きが必要なのか。ひと

りひとりの力が大切になってきています。 

8 月 24 日(土)さくらピア 参加者400 名 

 

今年も体育館で無事に行うことが出来まし

た。夏祭りの開催当初は、桜ヶ丘公園で行い、

天気によっては蒸し暑い体育館に場所を移し

たこともありました。体育館内の冷暖房設備

が整備された以降は、参加者の健康面を第一

と考えて、行事の多くを屋外から屋内へと切

り替えて実施をしています。青陵中・豊通会・

わたぼうし・豊定会・希望さん等、約８０名

の支援をいただき、総勢４００名余りが体育

館内に集い、熱気で盛り上がることが出来ま

した。皆さんのご協力に感謝を申し上げつつ、

来年もまたこの喜びの輪が更に大きくなるこ

とを願っています。   ＜家族会＞ 

8 月 2・3 日(金・土)さくらピア  

参加者のべ 250 名 

2 日間に分けてジャグリング・人形劇・忍

者ランド・音楽療法を行いました。初参加

の親子やボラも多く、夏休みの２日間を思

いきり楽しんでいました。暑い中、冷房の

効いた快適な体育館で体を動かす姿や参

加者の笑顔が印象に残っています。 



  

9 月 28・29 日(土・日)さくらピア  

参加者313 名 

今年度は、民間企業の協賛を得た防災グッズ

の展示、煙体験ハウス・地震体験車の設置な

どの新企画が好評でした。また、４年間の体

験をまとめた冊子「避難所体験報告書」を発

行、地域への啓発を行い、消防庁主催「第 18

回防災まちづくり大賞」の総務大臣賞を受賞

しました。今後も地域とともに、さらなる内

容の充実・発展に努めていきます。 

10 月 14 日(月・祝)豊橋市総合体育館 

 

豊障連が担当する車いす体験コーナーに

は、毎年たくさんの子どもたちや家族連れ

がほぼ絶え間なく訪れます。今回は、担当

者の配置を決め、体験者へのサポート方法

も統一するように試みました。体験の流れ

はスムーズでよりよいものになりました

が、体育祭の翌日で終日の担当は、体力的

にも大変です。参加は有意義ですが、今後、

他行事との日程設定を調整する必要性を

感じます。 

10 月 13 日(日)さくらピア 参加者250 名 

 

今年も体育館にてご来賓の臨席を仰ぐ開催

となりました。元気いっぱいの選手宣誓で競

技が始まり、全員参加の「玉送り」には、ご

来賓の方々も一緒に熱中し、汗を流しまし

た。また今年度より「玉入れ」を 4 チームに

分けて行い、勝利チームには賞品を付けまし

た。大いに盛り上がり、歓声が体育館中に響

きわたりました。最後の「綱引き」では、近

隣校の小学生と会員が一緒になり、一生懸命

に綱を引く姿に感激しました。怪我なく無事

閉会できたことがなによりです。＜豊身連＞ 



 

 

  

12 月 1 日(日)さくらピア 参加者350 名 

 

例年１１月に行ってきましたが、今年はい

ろいろな行事との関係で、１２月初めの開

催となりました。寒さが厳しくなると、参

加者が減るのでは…との心配をよそに、昨

年並みのにぎわいがありました。作品展

示・カラオケ発表・バザー・模擬店などど

れも盛況でした。フィナーレのビンゴゲー

ムとお菓子投げは、毎年熱気ムンムンです。

ビンゴゲームの賞品は、大きさこそ昨年よ

り小さめであったものの、その中身はとて

も充実していました。今年も参加者の大歓

声のなか、盛大で無事に終えることが出来

てよかったです。  ＜豊聴協＞ 

12 月 14 日(土)あいトピア 参加者180 名 

 

今回の発表校は、東部中・牟呂中・豊橋商業

高校の３校でした。毎年の発表を聞いている

と、豊障連が発表会のテーマとして掲げてい

る「学んだことを伝えよう やさしい心をつ

なげよう とよはし」というものが確実に広

がっていることを実感し、とても嬉しく思い

ます。また、自閉症の子を持つ母たちの座談

会にも、皆さんあたたかい笑顔で耳を傾けて

くださいました。アトラクションでは、ジャ

グリングごっこ Yu&Kei のお二人によるパ

フォーマンスやジャグリング体験で大いに

盛り上がりました。今後も啓発事業として継

続の必要性を強く感じますが、開催・集客方

法について今一度対策を練ることが求めら

れています。     ＜育成会＞ 



 

1 月 19 日(日)岩屋キャノンボウル 

参加者140 名 

 

今年も、北ライオンズさんのご厚意による

恒例の大会となりました。毎年、ワクワク、

ドキドキとした表情でたくさんの会員が集

まってきます。ガーター無し、飛び賞、ラ

ッキー賞、会長賞、ブービー賞などいろい

ろありで、最後の最後まで本当に楽しいの

です。「やったー！」「うーん残念！」「また

来年も頑張るぞ！」という気持ちで家路に

着きます。みんな真剣で楽しい半日の行事、

なにより北ライオンズさんに感謝、感謝で

した。       ＜父母の会＞ 

3 月 19 日(水)さくらピア 参加者41 名 

 

今年は、任期の関係で全体の４割の委員が入

れ替り、新しい風を期待と民生委員児童委員

の光嶋新会長が挨拶されました。意見交換会

は、地域別に４グループに分けて行われ、意

見が出しやすく親近感も湧き有意義な懇談

会でありました。どのグループからも障害者

の把握が出来ていないとの意見があり、さら

には高齢化、団体以外の障害者の把握などの

問題点が指摘されました。また、要援護者登

録の奨励、自治会管理の町籍簿の活用等の解

決案も出されました。豊障連としても、地域

の障害者と民生委員との出会いの具体化、団

体以外の障害者の把握が今後の課題となっ

てくるでしょう。  ＜豊身協＞ 


